
平
成
18
年
12
月
発
行

●
発
行
人
小
川
是

●
編
集
人
清
水
照
雄

●
発
行
財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん

l
l横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
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l
e
0
4
5
,
2
2
5
,
2
-
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直
通
）
採
西
北
社
大
日
本
印
刷
昧



表
紙
／
川
崎
区
港
町
に
あ
る
川
崎
河
港
水
門

（国
登
録
有
形
文
化
財
）。

裏
表
紙
／
東
芝
科
学
館
、
昭
和
期
の
家
電
製
品
の
展
示。



J
R
鶴
見
線

J
R
鶴
見
線
は
、
大
正
十
五
年
三
月
に
餞
見
臨

港
鉄
道
と
い
う
名
前
の
私
鉄
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
浅
野
総
一
郎
を
発
起
人
に
し
て
沿

線
の
企
業
が
出
資
し
、
原
料
や
製
品
を
輸
送
す

る
貨
物
路
線
と
し
て
造
ら
れ
た
の
で
す
。
埋
め

立
て
地
を
走
る
線
の
駅
名
に
は
浅
野
を
は
じ
め
、

か
つ
て
の
企
業
家
た
ち
の
名
が
残
り
ま
す
。

~ JR鶴見線

海芝浦駅
新芝浦駅 浅野駅 ~ 
置i
浅野駅●浅野総一郎

2-4ページの解説文を参照。

大川駅●

矢rn苺呈砿
渋沢栄一の遠縁にあ

たる。王子梨紙の経営者として

手腕を発揮し、日本ではじめて

木材によるパルプ製造に成功。

日本の談紙王と言われた。日本

鋼管の2代目社長でもある。

大川駅

ぉんせん ●會 9 ぜん ...  

安善駅●安田詈次郎

安田銀行（現・みずほ銀行）な

ど安田財閥の創始者。金融王と

して知られる。浅野総一郎とは

同瑯・富山の出身で、 10歳年上

の間柄。浅野の事業を資金面で

大いに支えた。

'5いしもと

武蔵白石駅●白石元治袖

浅野商店に入社し後に東洋汽船の

支配人に就任。初代の日本鋼管社

長であり、鋼管王と呼ばれた。浅

野総一郎の女婿でもある。

扇町駅 昭和駅

⑥
駅
名
に
な
っ
た
企
業
家
た
ら

し
ぶ
さ
わ
え
い
い

ち

ふ

か

が

わ

渋
沢
栄

一
の
口
き
き
で
、
東
京
深
川
の
官
営
セ

メ
ン
ト
工
場
を
払
い
下
げ
て
も
ら
い
、
企
業
家

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
ガ

ス

そ
の
後
の
総

一
郎
は
、
炭
鉱
・
瓦
斯
・
石

池
•
海
運
・
造
船
な
ど
の
諸
事
業
を
次
々
と
手

掛
け
、
同
二
十
九
年

ー

(
-
八
九
六
）
四
十

••• 

八
歳
の
と
き
に
は
、

東
洋
汽
船
の
初
代
社

長
と
な
り
ま
し
た
。

こ

ほ
ど
な
く
社
用
で

，
る
く

え

欧
米
を
訪
問
、
旅
先

遠

見

は

が

ら

帯
町

5

で
発
達
し
た
工
業
地

5〖を
見
て
、
大
型
貨
物

の
海

船
接
岸
の
港
湾
施
設

台

臨
竺
麟

や
運
河
に
面
し
た
エ

か
つ
て
な
い
規
模
の
埋
め
立
て
事
業

場
用
地
造
成
な
ど
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

お
り
か
ら
粉
じ
ん
公
害
で
移
転
を
迫
ら
れ
て

い
た
深
川
セ
メ
ン
ト
工
場
の
問
題
も
あ
っ
て
、

海
浜
埋
立
地
造
成
を
決
断
、
首
都
東
京
に
近
い

と
い
う
の
で
京
浜
臨
海
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

遠
浅
の
海
浜
を
総
一
郎
は
、
脚
絆
わ
ら
じ
履
き

で
実
地
検
分
に
及
び
ま
す
。
埋
め
立
て
計
画
の

規
模
は
約
百
五
十
万
坪
。
あ
ま
り
の
広
さ
に
県

や

す

だ

ぜ

ん

じ

る
う

は
許
可
せ
ず
、
安
田
善
次
郎
や
渋
沢
栄

一
ら
の

支
援
を
得
て
ク
リ
ア
し
ま
す
。
そ
れ
を
七
区
画

に
分
け
、
大
正
二
年
(
-
九
一
三
）
か
ら
埋
築

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
工
事
で
は
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
購
入
し
た
新
鋭
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
七
隻

が
威
力
を
発
揮
。
海
底
の
土
砂
を
海
水
ご
と
吸

い
上
げ
て
、
広
大
な
埋
立
地
を
造
成
し
た
の
で

す
。
完
成
は
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)。

造
成
さ
れ
た
土
地
は
、
進
出
企
業
に
次
々
に

売
却
さ
れ
て
、

巨
富
を
得
た
総

一
郎
は
「
金
は

洵
か
ら
す
く
う
も
の
」
と
豪
語
し
ま
し
た
。
事

業
完
成
の
二
年
後
に
、
総
一
郎
は
八
十
五
年
の

生
涯
を
閉
じ
ま
す
が
、
先
の
銅
像
の
両
側
に
は
、

関
係
し
た
数
十
の
企
業
名
が
ず
ら
り
と
刻
ま
れ

4
 

て
い
ま
す
。

こ
の
浅
野
埋
立
地
の
事
業
に
続
い
て
、
神
奈

川
県
や
川
崎
市
な
ど
の
埋
立
造
成
事
業
が
あ
い

つ
ぎ
、
こ
こ
に
一
大
京
浜
臨
洵
工
業
地
帯
が
出

現
す
る
の
で
す
。

な
が
し
ま
・
た
も
つ
●
―
元
県
立
川
崎
高
校
教
諭
。
地
域

史
研
究
家
。
川
崎
市
史
の
編
さ
ん
に
も
関
わ
る
。



上／販売店用の看板。エプコン姿

の女性が当時の商標だった。

下／販売開始当初の味の素。方の

瓶でも嵩さ7センチ程度と小ぶり。

左//川崎工場完成の広告（東京朝

日新聞）、大正4年 (1915)。すべ

て味の素資料展示室蔵3

明
治
四
十
二
年
(
-
九

0
九
）
に
返
子
で
ヨ

ー
ド
製
造
の
か
た
わ
ら
、
製
造
•
発
売
を
始
め

た
味
の
素
。
大
正
時
代
に
人
る
と
関
西
を
中
心

に
売
上
げ
が
櫓
え
、
大
正
三
年
(
-
九
一
四
）

た
ち
ば
な
ぐ
ん

に
川
崎
区
鈴
木
町
（
旧
橘
樹
郡
川
崎
町
）
に
近

代
的
な
工
場
を
建
設
し
ま
す
。
当
時
の
従
業
員

は
職
貝
、
技
術
貝
、
職
エ
あ
わ
せ
て
百
三
十
九

名
と
い
う
規
校
で
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
地
は

基
幹
工
場
と
し
て
発
展
。
現
在
は
食
品
や
医
薬

品
な
ど
夕
念
奴
の
製
品
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

「
味
の
索
資
料
展
示
室
」
に
は
、
発
売
当
時
の

瓶
や
広
告
品
事
、
製
造
の
際
に
使
わ
れ
た
道
具

や
研
究
資
料
を
展
示
し
て
お
り
、
工
場
見
学
の

際
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
所
在
地
で
あ
る
鈴
木
町
の
名
は
、
昭

和
十
二
年
に
味
の
素
創
業
者
の
鈴
木
三
郎
助
に

ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

逗
子
か
ら
移
転
し
て
き
た

”味
の
素
II

上／大正4年のレコード。

浪曲や義太夫などが人気

だった。下／二yポノホン。

コロムビアME提供。

国
産
初
の
蓄
音
器
と

レ
コ
ー
ド
製
造
発
祥
の
地

川崎河港水門

第一次大戦の好景気のころ、川崎に大きな運河・港湾を造る計

画が立てられた。この水門は昭和3年(1928)に完成。上部には

当時の川崎の名産だった梨やモモの装飾がある。その後、運河

の計画は実行されなかったが、残された豪蕪な水門は当時のJI!
崎の工業の隆盛をうかがわせる。国登録文化財。

明
治
四
十
年

(
-
九

0
七
）
、
明
治
製
糖

（
現
・
大
日
本
明
治
製
糖
）
の
前
身
で
あ
る
横

浜
精
糖
の
川
崎
工
場
が
多
摩
川
の
岸
辺
に
工
場

を
建
設
し
、
翌
春
か
ら
操
業
を
始
め
ま
し
た
。

粗
糖
を
船
で
連
び
、
貨
車
で
籾
糖
を
出
荷
し
た

と
い
い
ま
す
。
水
陸
交
通
の
便
に
も
恵
ま
れ
、

広
大
な
土
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
に
は

次
々
に
近
代
的
な
工
場
が
集
ま
り
始
め
ま
し
た
。

同
工
場
は
昭
和
五
十
i

年
に
操
業
停
止
。
現

在
は
川
崎
テ
ク
ノ
ピ
ア
と
し
て
近
代
的
な
建
物

が
並
び
ま
す
が
、
多
庶
川
岸
辺
に
あ
る
レ
ン
ガ

ち
く
て
い

築
堤
の
一
部
に
往
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。

近
代
的
な
工
場
第
一
号

II

横
浜
精
糖
“
川
崎
工
場

明治末年ごろの明治製糖の工場。大日本明治製糖（松提供。

6 

―
――京
浜
工
業
地
帯
の
発
祥

素

淡

臨

源

都

多
摩
川
沿
い
か
ら
始
ま
っ
た
工
業
地
帯
。

産

菜

の

歴

史

を

た

ず

ね

る



トーマス転炉
' • ろ

川崎市市民ミュージアムの中庭にあるトーマス転炉は、日本鋼管が昭

和13年 (1938)から稼慟させていた製銅炉。当時ドイツで盛んに行

われていた「トーマス式製鋼法」の導入は、鉄銅の増産に大きな威力

を発揮し、日本の工業近代化に大きな貢献をした。高さ約7.6m、重

さ約601。●川崎市市民ミュージアム／川崎市中原区等々力1-2武蔵

小杉駅からバスで約10分 ft044-754-4500 

―

――
繹

訊

事

項

樟

諷

直

地

帯

に

。

京
浜
工
業
地
帯
の
中
核
と
な
っ
た

II8本
鋼
管
II

明
治
四
十

一
年
（
i

九
〇
八
）
、
明
治
製
糖

の
工
場
に
次
い
で
東
京
電
気
（
現

・
東
芝
）
が

川
灼
駅
前
の
堀
川
町
に
進
出
し
、
ソ
ケ
ッ
ト
や

電
球
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。
戦
後
は
堀
川
町

工
場
と
し
て
、
プ
ラ
ウ
ン
管
や
半
導
体
な
ど
、

半
冊
紀
以
上
に
わ
た
り
新
製
品
を
生
み
だ
す
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
跡
地
に

は
大
型
の
複
合
施
設
「
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
」
が
建

ち
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
に
川
崎
市
幸
区
に
開
館
し
た

「
東
芝
科
学
館
」
は、

企
業
悼
物
館
の
先
駆
け
。

電
気
の
発
見
の
歴
史
や
、
巌
新
の
科
学
技
術
を

身
近
に
紹
介
す
る
ほ
か
、
初
め
て
国
発
化
さ
れ

た
電
気
冷
蔵
瓶
や
洗
湿
機
、

自
動
式
電
気
釜
の

一
号
機
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
の
展
示
が
あ
り
、

な
ん
と
も
懐
か
し
い
家
電
製
品
の
歴
史
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

直

暮
ら
し
を
変
え
た

家
電
製
品
の
一
号
機

ーし ガ

ス

川
崎
区
富
士
見
周
辺
に
進
出
し
た
窟
士
瓦
斯
紡
絞

（現
・
宮
士
紡
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
は
、
大
正
四
年

（
一
九

一
五
）
に
操
業
を
開
始
。
敷
地
は
四
十
三
万
平

方
い
が
あ
り
、

工
場
の
設
備
に
加
え
て
、
寄
宿
舎
や
学

校
な
ど
の
施
設
を
擁
す
る
な
ど
、
そ
の
規
模
は
東
洋

一
と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。
七
年
後
に
は
、
従
業
貝
数

四
千
六
百
人
を
越
す
と
い
う
当
地
き
っ
て
の
大
工
場

8
 

に
。
工
場
が
で
き
る
以
前
は
競
馬
場
だ
っ
た
た
め
、

洒
落
た
レ
ン
ガ
造

り
の
旧
馬
見
所

一

号
館
が
事
務
所
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
に

工
場
は
撤
退
。
戦

後
、
跡
地
の

一
部

は
再
び
競
馬
場
と

な
り
ま
し
た
。

明
治
四
十
五
年

(-
九

―二
）
、
製
鉄
所
は
官
営
の
み

の
時
代
に
日
本
鋼
管
（
現
・

J
F
E
)
は
初
の
民
間
製
鉄

会
社
と
し
て
誕
生
し
ま
す
。
社
名
の
と
お
り
鉄
鋼
材
の
中

で
も
高
級
製
品
で
あ
っ
た
鋼
管
（
ガ
ス
・
液
体
な
ど
の
輸

送
に
用
い
る
管
）
を
扱
う
こ
と
を
掲
げ
、
欧
米
か
ら
の
最

新
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
現
在
の
川
崎
区

わ
た
り
だ

渡
田
地
区
が
発
祥
の
地
で
、
創
業
当
初
（
大
正
三
年
）
の

従
業
貝
数
は
約
七
百
人
で
し
た
。

せ
ん
て
つ

昭
和
初
期
に
い
ち
早
く
高
炉
の
建
設
を
し
、
銑
鉄

一
貰

（
鉄
鉱
石
か
ら
鋼
鉄
を
作
る
ま
で
を
す
べ
て
行
う
）
体
制

を
整
え
て
発
展
。
戦
後
は
埋
め
立
て
地
に
順
次
事
業
所
を

拡
大
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
五
百
五
十
万
平
方
討
を

埋
め
立
て
る

「扇
島
計
画
」
を
推
進
。
京
浜
臨
海
部
の
中

核
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

J
F
E川
椅
事
業
所
の
敷
地
内
に
は
、
創
業
時
に
招
か

れ
た
ド
イ
ツ
人
識
工
長
ア
ウ
マ
ン
氏
が
滞
在
し
た
家
が
復

元
さ
れ
、
記
念
資
料
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 競

馬
場
の
跡
地
が

東
洋
一の
紡
績
工
場
に

，
 



昭
和
八
年
(
-
九
一
二三）

に
自
動
車

製
造
株
式
会
社
と
し
て
創
業
し
た
日
産

自
動
車
。
横
洪
工
場
は
、
車
両
の

一
貫

生
産
ラ
イ
ン
を
持
つ
日
本
初
の
自
動
車

最
産
工
場
で
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
以

降
は
エ
ン
ジ
ン
を
中
心
に
生
産
し
、
技

術
を
枇
界
の
各
工
場
に
伝
え
る
「
マ
ザ

ー
工
場
」
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

門
よ
り
す
ぐ
に
あ
る
建
物
は
、
か
つ

て
の
本
社
事
務
棟
で
、
昭
和
四
十
三
年

に
銀
座
に
本
社
が
移
転
す
る
ま
で
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
は
、
口
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
先

駆
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

歴
代
の
エ
ン
ジ
ン
を
展
示
す
る
「
エ
ン

ジ
ン
博
物
館
」
な
ど
が
あ
る
ゲ
ス
ト
ホ

ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す。

自
動
車
量
産
工
場

発
祥
の
地

右／エンジン博物館には歴代のエンジンが並ぷ。左／日

産の前身であるダット自動車製造開発の7型エンジン。

下／横浜工場一号館（旧本社ピル）。昭和9年築。横浜

市の歴史的廷造物に認定。

上
／
T
S
U
R
U
Mー

M
I
L
L
の

名
で
海
外
に
も
知
ら
れ
て
い
る
日

清
製
粉
鶴
見
工
場
。
左
／
操
業
開

始
以
来
使
わ
れ
て
い
る
サ
イ
ロ
棟
。

畔
]ャ
r
 

r
、（` 

川
峙
区
大
川
町
の
日
消
製
粉
の
組
見

工
場
は
、
輸
入
の
小
麦
を
扱
う
「
海
工

場
」
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
国
内
で
は
麦
の
生
産
地
に
近
い
内

陸
に
工
場
が
あ
る
の
が
通
常
で
し
た
が
、

し
さ
つ
だ

て

い
い
ち
ろ
う

創
業
者
・
正
出
貞
一
郎
が
、
イ
ギ
リ
ス

視
察
の
際
に
悔
運
を
活
か
し
た
工
場
を

目
に
し
、
い
ち
17す
ヽ
H
本
で
実
現
し
た

も
の
。
埋
め
立
て
完
成
前
か
ら
土
地
を

購
入
し
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

敷
地
内
に
は
大
正
十
五
年
(
-
九
二
六
）

の
操
業
開
始
時
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
サ

イ
ロ
棟
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
上
楊
が
で
き
る
時
期
に
市

町
の
合
併
や
編
入
が
相
次
い
だ
こ
と
で
、

川
峙
区
に
あ
り
な
が
ら
横
浜
の
餓
見
の

名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

右
／
操
業
開
始
当
時
。
左
／
山
手
工
場
井
戸
防

（
横
浜
市
立
北
方
小
学
校
内
）
。
下
／
1
8
8
9

年
の
ラ
ベ
ル
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
ぼ
提
供
。

左
／
横
浜
工
場
第
一
工
場
フ
ァ
サ

ー
ド
。
昭
和
5
年
築
。
右
／
＞
H

S
方
式
家
庭
用
ビ
デ
オ
の
初
号
機

（
日
本
ビ
ク
タ
ー
V
H
S
記
念
館
蔵
）
。

横
浜
の
山
手
地
区
で
創
業
し
た
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
。
関
東
大
震
災
で
工
場
が
被

害
を
う
け
移
転
が
決
ま
り
ま
す
。
移
転

先
に
は
東
京
も
候
補
に
上
が
り
ま
し
た

が
「
引
き
続
き
横
浜
で
」
と
い
う
声
に

応
え
、
大
正
十
五
年
(
-
九
二
六）

に

゜

横
浜
近
郊
の
生
友

（
現
在
の
鶴
見
区
生
ー

麦
）
に
新
工
場
を
設
立
し
ま
し
た
。
当

時
、
生
麦
は
旧
橘
樹
郡
に
属
し
て
い
た
た

め
水
質
に
定
評
が
あ
っ
た
横
浜
市
の
水

道
が
使
え
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
隣
接
す
る
横

浜
市
内
の
土
地
を
求
め
解
決
し
ま
し
た
。

新
工
場
で
は
海
外
か
ら
最
新
の
機
械

を
取
り
寄
せ
、
同
社
の
主
災
拠
点
と
し

て
発
展
。
現
在
の
横
浜
t
場
は
「
キ
リ

ン
横
浜
ビ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
し
て
、
広

く
見
学
や
体
験
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
本
ビ
ク
タ
ー
の
横
浜
工
場
（
神
奈

川
区
守
屋
町
）
が
完
成
し
た
の
は
昭
和

五
年
(
-
九
二
八
）
。
電
気
式
祖
音
器

の
国
産
化
と
レ
コ
ー
ド
の
大
益
製
造
を

目
指
し
、
近
代
的
な
設
備
は
東
洋

一
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
採
業
開
始
当
時
の
構

築
を
残
す
第

一
工
場
の
フ

ァ
サ
ー
ド

（
建
築
物
の
正
面
部
分
）
は
、
横
浜
市
の

11

歴
史
的
建
造
物
に
認
定
。
正
門
付
近
の

歩
道
上
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
は
「
音
の
ビ
ク
タ
ー
」
と
し

て
裔
級
オ
ー
デ
ィ
オ
を
は
じ
め
と
し
た

音
押

・
映
像
機
器
を
中
心
に
製
造

・
販

売
。
昭
和
五
十
i

年
に
は
、
空
前
の
ヒ

ッ
ト
祁
品
と
な
っ
た
V
H
S方
式
の
家

庭
用
ビ
デ
オ
機
を
発
光
。
同
規
格
は
国

際
的
に
広
ま
り
ま
し
た
。

歴
史
を
語
る
建
造
物
と

8
本
発
の
国
際
規
格

匹

＼ 

―¥ 

→‘ヽ
-----, 

' 

~ 

操
業
80
年、

ま
だ
現
役
の
サ
イ
ロ
棟

裳
災
後
に

つ
く
ら
れ
た
新
工
場



工
業
の
発
展
に
と
も
な
い
人
口
も
増
加
し
た
川
崎
市
臨
海
部
。

そ
の
変
わ
り
ゆ
く
風
景
を
、
昭
和
三
十
年
代
を
中
心
に
紹
介
。

埋
め
立
て
地
と
工
業
地
帯
遠
景
。
産
業

の
発
展
の
一
方
で
、
ば
い
煙
公
害
が
問

顆
に
な
り
は
じ
め
た
（
昭
和
38年）。

巴一

-n
な
つ
か
し
の
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
】
一

浅
野
総

一
郎
ら
が
手
が
け
た

末
広
町
か
ら
扇
町
ま
で
を
中
核

と
し
た
埋
め
立
て
地

年
年
年
年

は
、
海
に
向
か
っ
て

9
1
9
3
9
5
9

和

和

和

和

昭
昭
昭
昭

年
～
～
～
～
～

次
々
と
拡
大
し
て
い

き

ま

し

た

。

匹

坪

暉

碑

年

碑

大

正

和

和

和

和

横
浜
市
や
川
崎
市
、
～
大
昭
昭
昭
昭

神
奈
川
県
が
主
導
で

県

市

市

問

行
っ
た
も
の
が
中
心

国
釦
浜

綺

m
 

外

で
す
が
、
国
や
民
間

が

手

が

け

た

地

区

も

［

神

横

川

民

あ
り
ま
す
。

暉

―
―
―

京
浜
臨
海
部

埋
め
立
て
の
経
過

璽

g

心
[5

一

守

q
-
11

町皇

町

渾

毛

協力：神奈川県企画部

京浜臨海部活性推進課

一

し

川
崎
区
扇
町
界
隈
。
昭
和
電
工
の
看
板

が
見
え
る
。
高
度
経
済
成
長
の
波
に
の

り
町
も
活
気
に
あ
ふ
れ
た
（
昭
和
34年）
。

ー

11n?ltw

埋
め
立
て
の
光
景
。

砂
を
運
ぷ
土
管
を

人
力
で
組
み
上
げ
る
。
当
時
は
浮
島
町

や
千
烏
町
の
造
成
が
進
め
ら
れ
て
い
た

（昭和
37年）。

13 
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京 浜 臨 海 部 年 表

年号 主な出来事

京浜電気鉄道（現 ・京浜急行電鉄（掬）、品/II-神奈川問開通

:= l!l!ill三出ス-12年 宮士電機製造（現・富士電機卸）設立

14年芝浦製作所、鶴見工場を本撻に生産開始

昭和元年鶴見臨港鉄道、安善～石油（浜安善）問開通

（大正15年）日清製粉棘鵡見工場操業開始

麒麟麦酒（現・キリンピール11$))横浜工場完成

横濱護諌（現・横浜ゴム（掬）横浜工場設立

南武鉄道、尻手～浜川崎間開通

日本ピクター（掬横浜工場設立

鶴見臨港鉄道旅客輪送開始

昭和肥料 （現・昭和電工（松）川崎工場設立

多摩川の汚染が社会問題化

自動車製造（現・日産自動車(!分）設立

横浜市営恵比須町・大黒町埋立事業完成 （約167ha)

いすゞ自動車（掛川崎工場設立

京浜工業地帯大空襲

川崎市営千鳥町埋立事業完成 （約140ha)

日石化学コンピナート生産木格化

35年東亜港湾工業夜光埋立事業完成 （約61ha)

川崎市公害防止条例が施行

37年嗅営浮島埋立事業完成 （約445ha)

浮島の東燃化学コンビナー ト稼慟

嗅営扇島埋立事業完成 （約231ha)

日本カーフェリー、/II崎～木更津間開業
京浜工業団地造成

日本鋼管咋扇島埋立事業完成 （約429ha)

扇島工業団地造成

川崎海底トンネル開通

横浜市営大黒ふ頭埋立事業完成（約223ha)

浅野町工業団地造成

川崎公害訴訟がはじまる

大川町産業団地造成

横浜ベイブリッジ完成

川崎市営東扇島埋立事業完成（約434ha)

高速湾岸線（東海IC-大黒IC)開通

横浜港流通センター (Y-CC)完成

東京湾アクアライ ン開通

横浜市産学共同研究センタ一本格始動

明治38年

40年

41年

43年

45年

大正2年

3年

4年

5年

6年

7年

8年

11年

13年

20年

34年

38年

40年

45年

50年

53年

54年

55年

57年

61年

平成元年

6年

8年

9年

13年

いすゞ TX40型トラック

豆
、[[
h

(

 

アクアライン開通
記念のモニュメン
ト（海ほたる）

ヽ

"s 

上／ゴム通り。下/1943年ごろ

の横浜工場。横浜ゴム牡提供。

大
正
六
年
(
-
九

一
七
）
に
横
浜
市
西
区

平
沼
町
で
創
業
し
た
横
濱
護
成
（
現
・
横

浜
ゴ
ム
）
は
、
関
東
大
震
災
の
被
害
を
受
け
て
鶴
見
区
平
安

町
（
現
在
の
県
立
鵡
見
総
合
高
校
周
辺
）
に
移
転
。
同
工
場

は
昭
和
五
年
(
-
九
三
0
)
か
ら
操
業
を
始
め
、
日
本

一
の

ゴ
ム
生
産
能
力
を
誇
り
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲

に
よ
っ
て
大
半
を
焼
失
し
た
た
め
工
場
は
平
塚
な
ど
に
移
り
、

現
在
は
通
り
に
名
を
残
す
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ム
通
り

⑥
通
り
に
名
を
残
し
た
企
業

セ
メ
ン
ト
通
り

浅
野
総
一
郎
が
政
府
か
ら

譲
り
受
け
た
深
川
の
セ
メ

ン
ト
工
場
を
、
大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
川
崎
区
浅

野
町
に
移
転
。
こ
の
浅
野
セ
メ
ン
ト
川
崎
工
場

（
現
・
デ
イ
・
シ
イ
）
に
由
来
す
る
セ
メ
ン
ト
通
り
は
、

現
在
、
通
称
「
川
崎
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
」
と
し
て
、
焼

肉
店
が
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

~ 
上／昭利初期の浅

炉 ，,.,. 野セメン ト工場。
~-""-i,.-~ , 下／本場の料理店

が軒を連ねるコリ

アタウン。

~ 
国
内
初
の
民
問
製
鉄
会
社
で

あ
る
H
本
鋼
管
（
現
・

J

F

E
)
が
、
大
正
三
年
(
-
九

一
四
）
に
製
品
を
運

び
出
す
た
め
の
新
道
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。
「鋼
管
通
（
り
）
」

は
、
通
り
の
名
前
だ
け

で
な
く
、
こ
の
道
路
に

面
し
た
地
域
の
町
名
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

r
 

芍
／
現
在
の
鋼
管
通
り
。

r七

下
／
昭
和
2
年
。
右
側
の
塀

ー1

は
日
本
鋼
管
ー
兵
加
の
も
の
。

睾

鋼
管
通
り

15 14 



京浜臨海部マップ

横浜市
鶴見区

京浜臨海部の産業の歴史をたずねるには、

な考頁料として以下の冊子がおすすめです。

かわさき産纂ミュージアムガイドプック

川崎市川崎区役所地域振興課

ffil44-201-3127 

http://www.city.kawasaki.jp/61 / 

61 kusei/museum/index.html 

京浜臨潟部ぐるり探訪MAP
京浜臨海部再編整慌協議会

ffll45-210-5587 

http://www.keihin.ne.jp/try/map.html 

17 

~ 東京沿

⑮キリン横浜ピアビレッジ

横兵市鶴見区生麦1-17-1

ffll45-503-8250 

http://www.kirin.eo.jp/bvyokohama/ 

R浅野総一郎銅像

横浜市神奈JI/区子安台1-3-1

（浅野学園内）

※一部の施設を除き見学には予約が必要

となります。また、団体のみ受付の場合

があります。見学に関する詳しい情報は

直接お問い合せください。

千鳥町
浮島町

川崎港

川崎航路
トン＿ネル7

~ 

R東京ガス牧俎環境エネルギー館

横浜市鶴見区末広町1-7-7

ffl)45-505-5700 

http://www.wondership.com 

R東京電力（松横浜火力発電所

トウイニー・ヨコハマ

横浜市鶴見区大黒町11-1

ff045-511-1222 

http://www.tepco.co.jp/yokohama-

tp/twiny-yokohama/index-j.html 

R大黒ふ頭C-4コンテナターミナル見学施設

横浜市鶴見区大黒ふ頭24

四:045-671-7290

httpJ/www.ypdc.or.jp 

R日産自動車掬横浜工場・ゲストホール

横浜市神奈川区宝町2

四:045-461-7320 

http://www.nissan.eo.jp/lNFO/ 

FACTORY/YOKOHAMA/ 

〇東芝科学館

川崎市幸区小向東芝町1

ffll44-549-2200 

http://kagakukan.toshiba.co.jp 

f}/川崎河港水門

川崎市川崎区港町66

〇味の素株）川崎工場

川崎市川崎区鈴木町1-1

ff()120-003476 

http://www.ajinomoto.eo.jp/kawasakil 

〇花王卸川崎工場

川崎市川崎区浮島町1-2

ft044-266-3231 

http://www.kao.co.jp 

◎東京電力（掬東扇島火力発電所

川崎市川崎区東扇島3

H044-390-2300 

http://www.tepco.eo.jp/ 

h-ogishima-tp/index-j.html 

R川崎ゼロ・エミッション工業団地

川崎市川崎区水江町6

乞1()44-299-5374

〇條）デイ・シイ川崎工場

川崎市川崎区浅野町1-1

fl044-322-5360 

http://www.dccorp.jp 

Rアウマンの家 (JFE都市開発内）

川崎市川崎区南渡田町1-1

ffil44-322-6000 

◎日清駿粉（樹鶴見工場

川崎市川崎区大川町3-1

http://www.nisshin.com 

R電気の資料館

横浜市鶴見区江ヶ崎町4-1

ffl)45-613-2400 

http://www.tepco.eo.jp/ 

shiryokan/index-j.html 

〇海芝公園

横浜市鶴見区末広町

ft045-510-5016 

((tt凍芝京浜享斐所総務担当）
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‘ 
上／倉田さんは、父親の経営する機械加工の会社で、現在、旋盤技術者として腕を磨

いている。中上／工場では半導体の製造装置などを製作。中下／尊敬する父 ・信彦さ

んと母こずゑさんと。写真下は視察先。右から、ケルンで開催された国際ハードウェ

ア・メッセの会場前、シュツットガルトの町、カール・ユング社での研脩風景。

「
海
外
派
遣
団
」
の
こ
と
は
以
前
か
ら
知
っ

て
い
ま
し
た
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
今

回
、
「
神
奈
川
県
中
小
企
業
技
術
者
等
海
外

派
遣
団
」
（
平
成
十
八
年
三
月
四

H
＼
十
二

u)
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
ラ
ッ

キ
ー
で
し
た
ね
。
お
か
げ
で
大
変
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

視
察
先
は
ド
イ
ツ
と
ス
イ
ス
の
化
学
工
業

と
精
密
機
械
加
工
な
ど
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

六
社
で
す
。
私
が
担
当
し
た
カ
ー
ル

・
ユ
ン

グ
社
は
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
郊
外

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
を
視
察

r
 

に
本
社
工
場
の
あ
る
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
で
、

け
ん
さ
く
ば
ん

平
面
研
削
盤
に
関
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随

一

の
実
績
を
誇
る
と
い
う
、
文
字
通
り
の
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
で
す
。
担
当
者
の
方
か
ら
お
話

を
う
か
が
い
、
工
場
見
学
を
し
ま
し
た
が
、

「
さ
す
が
に
大
し
た
も
の
だ
な
あ
」
と
、
感

心
す
る
や
ら
、
感
動
す
る
や
ら
で
…
。

国
を
挙
げ
て
熟
練
技
術
者
を
養
成

と
く
に
感
心
し
た
の
は
、
社
貝
教
育
で
し

ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、
什
事
の
分
野
ご
と
に

「
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
資
格
を
も
つ
技
術
者
が

い
て
、
そ
の
下
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
者
と

ま
だ
未
熟
な
若
年
者
が
コ
ン
ビ
で
作
業
を
す

す
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
技
術
の

伝
承
を
図
る
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
に
対
す

る
プ
ラ
イ
ド
を
も
養
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
は
日
本
と
は
違
い
、
小
学
生
の
こ

ろ
か
ら
将
来
の
職
業
の
分
野
を
決
め
る
の
が

ふ
つ
う
で
す
。
父
親
が
技
術
者
な
ら
、
父
親

19

の
働
く
工
場
へ
行
か
せ
て
、
直
接
働
く
姿
を

見
せ
る
な
ど
し
て
、
職
業
に
対
す
る
「
意
識

づ
け
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
や
弁
設

士
な
ど

一
部
の
職
業
を
除
い
て
、
中
学
校
を

卒
業
す
る
と
、
戦
業
訓
練
校
な
ど
で
勉
強
し

な
が
ら
仕
事
を
す
る
。
そ
の
際
、
マ
イ
ス
タ

ー
の
資
格
を
も
っ
た
人
た
ち
が
指
蒋
に
当
た

18 



.l/旧小池邸。天保12年 (1841)に棟上げされた毎i点遥・第茸屋根の建物。市内に残
されている数少ない民家建築の一つ。昭和58年に新林公園内に移築。
柏・

中右／新林公園。

中左／ 尾JII近くの岩窟に安置されている延命地蔽と二組の六地蔵。下右／弥劾寺。

如桑2年 (1226)、北条泰時の創建と伝わる古姉。下左／横浜銀行藤沢中央支店。 ‘ 
し
か
し
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
少
し
考
え

が
変
わ
り
ま
し
た
。
た
し
か
に
ド
イ
ツ
や
ス

イ
ス
は
高
い
技
術
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

日
本
人
の

「器
用
さ
」
は
世
界

る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
て
、
徐
々
に
プ
ロ
意

識
が
培
わ
れ
て
い
き
、
実
際
に
マ
イ
ス
タ
ー

を
H
指
す
若
者
た
ち
も
増
え
て
い
く
。

マ
イ
ス
タ
ー
の
試
験
は
か
な
り
難
し
い
そ

う
で
す
が
、
資
格
を
と
れ
ば
、
社
会
的
な
地

位
や
賃
金
は
保
証
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
は
、
す
べ
て
国
の
政
策
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
「
な
ん
と
も
う
ら
や
ま
し
い
話
だ

な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
ね
。

れ
は
技
術
者
の
養
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
る

結
果
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
だ
と
し

た
ら
、

H
本
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
ド
イ
ツ

や
ス
イ
ス
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
、
い
や
、

そ
れ
以
上
の
技
術
力
を
も
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
も
国
の
サ
ポ
ー
ト
に
頼
ら
ず
、
独
力
で
、

と
い
う
か
、
本
来
日
本
人
が
も
っ
て
い
る

「
器
用
さ
」
と
「
根
気
」
を
活
か
し
て
長
い

年
月
を
か
け
て
創
り
上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。

う
ち
に
は
ド
イ
ツ
製
の
エ
作
機
械
が
あ
り

ま
す
。
た
い
へ
ん
優
れ
た
機
械
で
、
か
な
り

精
度
の
高
い
製
品
が
作
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以

上
を
求
め
る
と
な
る
と
、
高
度
な
手
作
業
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
機
械
で
で
き
る
こ
と
は
限

怠
田
悦
子
（
く
ら
た
・
え
つ
こ
）

●
昭
和
48年
、
茅
ヶ
崎
市
生

ま
れ
。
大
学
の
工
学
部
卒
業
後
、
料
理
家
の
道
を
目
指
し
、
コ

ッ
ク
と
し
て
修
業
。
そ
の
後
、
面
シ
ン
コ
ー
に
入
社
。

※
闘
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
で
は
、
事
業
の
―
つ
の
柱

と
し
て
、
昭
和
45
年
よ
り
神
奈
川
県
の
工
業
技
術
者
を
対
象
に

「
神
奈
川
県
中
小
企
業
技
術
者
等
海
外
派
遣
事
業
」
を
主
催
。

海
外
の
工
業
技
術
を
視
察
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

0 
ー
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ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
の
手
に
は
限
界
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
限
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
で

日
本
の
「
も
の
づ
く
り
産
業
」
は
発
展
し
て

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ド
イ
ツ

や
ス
イ
ス
の
真
似
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
も

ち
ろ
ん
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
学
ば
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
け
ど
ね
。

い

あ

い

実
は
、
私
は
学
生
時
代
か
ら
居
合
（
居
合
。2
 

抜
き
）
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
居
合

と
機
械
加
工
の
仕
事
は
相
通
ず
る
も
の
が
あ

る
ん
で
す
。
無
意
識
の
集
中
力
と
い
う
か
、

気
合
と
い
う
か
、
言
葉
で
は
言
い
に
く
い
ん

で

す

け

ど

ね

（

笑

）

。

（

談

）



年金

〈は
ま
ぎ
ん
〉
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
年
金
」
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス

（無
料
）の
ご
案
内

年
金
制
度
や
年
金
請
求
の
手
続
き
方
法
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
疑
問
に

何
で
も
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
年
金
に
関
連
し
た
一
雇
用
保
険
制
度
、

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や

「年
金
教
室
」
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
〈は
ま
ぎ
ん
〉
年
金
デ
ス
ク

フ
リ

ー
ダ

イ

ヤ

ル

ミ

ミ

ヨ

リ

パ

ン

ク

函

0
1
2
o
(
3
3
4
)
0
8
9
 

●
相
談
受
付
日
銀
行
窓
口
営
業

H

●
相
談
受
付
時
間

9
時
ー

17
時

- ―  ベ

ホール
‘'＝』

S
",

＇“_．pん
ー
、
K
.＊

1

施
設
概
要

編集後記

幕
末
の
開
港
を
契
機
に
欧
米
の
進
ん
だ
産
業

技
術
を
祁
入
し
て
、
近
代
化
を
推
し
進
め
て
き

た
日
本
、
中
で
も
京
浜
臨
海
部
は
わ
が
国
を
代

表
す
る
京
浜
工
業
地
帯
の
中
核
と
し
て
発
展
を

遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
つ`

折
り
し
も
川
崎
市
は
、
来
年

「エ
都
百
年
」

を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の

「
マ
イ
ウ
ェ

イ
」
で
は
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し

た
京
浜
臨
海
部
の
産
業
に
つ
い
て
、
そ
の
発
祥

の
歴
史
と
、
今
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
残
さ
れ
て

い
る
産
業
遺
産
を
ご
紹
介
す
る
「
か
な
が
わ
産

業
迫
産
物
語
」
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

ぃ

‘iで
も
な
く
、
私
た
ち
の
硲
ら
し
を
支

え
る
産
業
は
、
春
ら
し
の
文
化
の
原
点
で
も
あ

り
ま
す
。
誌
面
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

多
く
の
企
業
や
行
政
な
ど
が
工
場
現
場
、
企
業

の
樽
物
館
、
あ
る
い
は
地
名
＇
駅
名
に
と
、
多

方
面
に
わ
た
っ
て
質
重
な
産
業
迫
産
の
保
存
，

維
持
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ご
尽
力
に
対

a‘ 

〈
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル

ホ
ー
ル
利
用
の
ご
案
内

,i
'
＞
＇
¢
J
g
"＂
,U>IlIfヽ
し、
d
P
J
‘
k
‘ヽ

1
,

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「船
便
」
の
意
味
。
広
く
惟

界
へ
つ
ら
な
る
文
化
、
芸
術
を
お
届
け
す
る
ホ
ー
ル
で
あ
り
た

い
と
い
う
願
い
を
こ
め
、
名
づ
け
ま
し
た
。
み
な
と
み
ら
い
に

建
つ
横
浜
銀
行
本
店
ビ
ル

一
階
に
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ホ
ー
ル
客
席
数
5
1
7席
（
前
舞
台
使
用
時
4
9
0席）

●
使
用
時
間

9
時
1
2
2時
ま
で

●
使
用
料
金
基
本
料
金
、
技
術
者
料
金
、
付
帯
設
偏
使
用
料
の
合
計
。

基
本
料
金
は
、

1
日
を
3
区
分
に
設
定
、
平
日
1
区
分
6
万
3
千
円
ー
。

●
休
館
日
月
曜
日

（祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
、
年
末
年
始
、

5
月
3
日
1
5
日

＠
お
問
い
合
わ
せ
•

お
申
し
込
み
先
ヴ

ィ
ア
マ
ー
レ
ホ
ー

ル
事
務
室

（
銀
行
営
業
日
の
10時
1
1
6時）

6
0
4
5
(
2
2
5
)
2
1
7
3

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
ー

1
ー

1
横
浜
銀
行
本
店
1
階

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

し
て
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
読

者
の
皆
様
方
に
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
訪

ね
い
た
だ
き
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
つ
な
が

る
産
業
文
化
の
歴
史
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

さ
て
、
今
回
は

「京
浜
臨
海
部
編
」
と
題
し

ま
し
て
川
崎
市
を
中
心
と
し
た
産
業
遺
産
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
来
年
六
月
に
は
、
横

浜
市
と
横
須
賀
市
の
産
業
遺
産
を
ご
紹
介
す
る

3
 

統
を
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期

2
 

待
く
だ
さ
い
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
制
作

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
長
烏
保
氏
を
は
じ
め
、

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
方

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団

事
務
局
長

清
水
照
雄

はまぎんホール ヴィアマーレ

http://www.yokohama-viamare.or.jp/ 
※「マイウェイ」へのご意見・ご要望は

info@yokohama-viamare.or.jpへ
お気軽にお寄せください。
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